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全国産業教育振興会連絡協議会

理事長 西津宏繁

第 58回全国産業教育振興大会(石川大会)における大会決議について

向寒の候、ますますご清祥のこととお慶び、申し上げます。

貴職におかれては、我が国の次代を担う専門的職業人(スペシャリスト)を育て

る農業、工業、商業、水産、家庭、看護、情報、福祉の専門学科及び総合学科を設

置する高等学校(以下「専門高校J)における産業教育の振興にご高配を賜り、厚く

御礼を申し上げます。

去る 11月5目、 11月6日の両日、全国の専門高校及び特別支援学校で学ぶ生

徒による学習成果発表の祭典である「第26回全国産業教育フェア(石川大会)J 

(文部科学省、石川県、石川県教育委員会、金沢市、金沢市教育委員会、公益財団

法人産業教育振興中央会、全国産業教育振興会連絡協議会、石川県産業教育振興会

の主催)を開催し、産業教育の重要性について、広く一般社会への理解と啓発を行

うことができました。

また、 「第26回全国産業教育フェア(石川大会)Jに併せて、 11月5日に教

育界、産業界等の関係者による「第58@]全国産業教育振興大会(石川!大会)Jを

開催し、新しい時代にふさわしい産業教育の一層の充実・振興を期することとして

決議(別添)を行いました。

ここに、我が国の社会及び産業の発展や地域の拠点として重要な役割を持つ専門

高校の充実・振興のために、大会決議の各項目の実現に向けて、格段のお取り組み

をお願い申し上げます。



決議
農業・工業・商業組水産調家庭翼看護・情報調福祉の専門学科及び総合学科を設置する高

等学校(以下「専門高校J)は、専門的職業人の育成"輩出を通じ、我が国の産業"経済、

医療"福祉、地域社会の発展を支える原動力として大きな役割を果たしている。

今回、グローバル化や産業の高度化が進む中、少子高齢化の進行に伴う生産年齢人口の減

少、若年世代の大都市圏への流出による地方経済の縮小や深刻な入手不足など、我が菌の社

会や産業は様々な課題を抱えている。これらを克服し、発展し豊かな社会を築いていくため

には、我が圏の将来を担う若い人達の力が必要なことは言うまでもない。

専門高校で学ぶ生徒達は、確固とした勤労観と職業観を持ち、職業についての専門的な知

識、技術‘技能を身に付け、将来のスペシャリスト(専門的職業人)となることを目指して

おり、これからの我が国の発展には欠かせない重要な人材である。

全国産業教育振興会連絡協議会は、全国の専門高校等の生徒達による「第26回全国産業

教育フェア石川大会Jにあわせ、産業界と教育界の強い連携の下、 「第58回全国産業教育

振興大会Jを開催し、我が爵が力強く成長・発展し、豊かな社会を築くため、専門高校のよ

り一層の充実‘発展に全力を傾け、次の事項の実現に向けて取り組むことを決議する。照時

に、国及び地方公共団体等におかれては、我が国の発展の基盤である専門高校の充実に格段

の御理解と御支援をお願いする。

一.社会や産業の進展等に対応した実践的な職業教育を推進する上で不可欠な教育用施設

醤設備の計画的な整備と充実。

一司教職員定数の改善や専門教育担当教員の養成欝採用の拡充、社会人実務経験者の任用、

特別免許状の積極的活用及び研修機会の確保など、専門高校における教育実施体制の充

実。

一.特色ある教育活動や、資格取得等のための検定試験、各種発表会や競技会など、生徒

達が取り組む活動への支援。

-就職における採用枠の拡大や地元企業等への就職機会の確保、女子採用の促進など、

専門高校生徒の就職活動への支援。

一旬各種資格や検定等の取得、各種コンクールや就業体験等の活動など、専門高校での学

びを積極的に評価した多様な大学入学者選抜の実施及び拡大。専攻科修了生 (2年課程

以上)の大学編入学の着実な実施と推進。

一関中学校や高等学校等における社会的・職業的自立に向けた職場体験活動やインターン

シップ等のキャリア教育の一層の推進と支援。

一飼専門高校に就学する生徒をもっ保護者の経済的負担軽減を函る就学支援等の充実及び

専攻科生徒に対する奨学金制度の創設。

一.専門高校への理解・啓発を図る「全国産業教育フェア」等への支援と充実。中学生の

主体的な進路選択に資するための中学校と専門高校が連携した取組の推進とその支援。

以上決議する。

平成28年 11月5日

第58回全国産業教育振興大会(石川大会)
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公益財団法人産業教育振興中央会 干102-0072東京都千代田区甑田橋ニ丁自8番1号
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全国産業教育振興会連絡協議会 干102ー0072東京都千代田区飯田橋二丁目8番1号

会長浦野光人 工業教育会館6階
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(東京都産業教育振興会長) TEL 03-5211-6861 FAX 03-5211-6863 

(公益財団法人産業教育振興中央会評議員)

各都道府県産業教育振興会名 会長名 各都道府県産業教育振興会名 会長名

北海道産業教育振興会 高井 修 滋賀県産業教育振興会 大道良夫

青森県産業教育振興会 若井敬一郎 京都府産業教育振興会 鈴鹿 E 久

岩手県産業教育振興会 鎌田英樹 大阪実業教育協会 間野幸義

宮城県産業教育振興協会 鎌田 宏 兵庫県産業教育振興会 家次 i恒

秋田県産業教育振興会 猿田五知夫 奈良県産業教育振興会 佐藤 進

山形県産業教育振興会 長 j畢 豊 和歌山県産業教育振興会 大桑靖嗣

福島県産業教育掠興会 内堀雅雄 鳥取県産業教育振興会 清水昭允

茨城県産業教育振興会 豊時 繁 島根県産業教育披興会 児玉泰州

栃木県産業教育振興会 北村光弘 岡山県産業教育振興会 末長範彦

群馬県産業教育振興会 梅津 f散 広島県産業教育振興会 深山英樹

埼玉県産業教育振興会 大野松茂 山口県産業教育振興会 安部研一

千葉県産業教育振興協会 花田 力 徳島県産業教育振興会 近藤宏章

東京都産業教育振興会 西 j幸宏繁 香川県産業教育振興会 木内照朗

神奈川県産業教育振興連合会 佐伯俊郎 愛媛県産業教育振興会 関 啓三

新潟県産業教育振興会 福田勝之 高知県産業教育振興会 青木章泰

富山県産業教育振興連絡協議会 赤丸準一 福岡県産業教育振興会 西川ともゑ

若川県産業教育振興会 吉田園男 佐賀県産業教育振興会 中倉政義

|福井県産業教育振興会 福山幹夫 長崎県産業教育振興会 上回憲三

山梨県産業教育振興会 望月政男 熊本県産業教育振興会 足立園功

長野県産業教育振興会 塚田信之 大分県産業教育振興会 姫野清高

静陪県産業教育振興会 後藤康雄 宮崎県産業教育振興会 小池光一

愛知県産業教育振興会 田谷篤ー 鹿児島県産業教育振興会 久保裕之

岐阜県産業教育振興会 村瀬幸雄 沖縄県産業教育振興会 安里昌利

三重県産業教育振興会 真伏秀樹

全国農業高等学校長協会 全国看護高等学校長協会

理事長徳田安伸(東京都立園芸高等学校長) 理事長森 一夫(埼玉県立常盤高等学校長)

公益社団法人全国工業高等学校長協会 全国福祉高等学校長会

理事長後藤博史(神奈川県立神奈川工業高等学校長) 理事長高橋福太郎(学校法人東奥学園高等学校長)

全国商業高等学校長協会 全国専門学科「情報科j高等学校長会

理事長戸田勝昭(東京都立第一商業高等学校長) 理事長渡部 徹(子葉県立柏の葉高等学校)

全国水産品等学校長協会 全国総合学科高等学校長協会

理事長榊 彰義(神奈川県立海洋科学高等学校長) 理事長小山公央(東京都立葛飾総合高等学校長)

全国高等学校長協会家庭部会

理事長橘川睦子(栃木県立宇都宮中央女子高等学校)


